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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、真核生物においてメッセンジャーRNAの合成を担うポリメラーゼであるRNAポリメラーゼIIのサブユニットをコードしています。この遺伝子産物は、別のポリメラーゼサブユニットとヘテロ二量体として存在し、これらが一緒になってポリメラーゼのコアサブアセンブリユニットを形成します。2つの類似遺伝子が染色体7q22.1上に近接して存在し、擬似遺伝子が染色体7p13上に存在します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：DNA依存性RNAポリメラーゼは、4つのリボヌクレオシド三リン酸を基質としてDNAからRNAへの転写を触媒します。mRNA前駆体および多くの機能性非コードRNAを合成するRNAポリメラーゼIIの構成要素です。Pol IIは、基本的なRNAポリメラーゼII転写機構の中心的な構成要素です。Pol IIは、互いに相対的に移動する可動性要素で構成されています。 RPB11は、中央に大きな溝を持つコアエレメントの一部です。,類似性：古細菌rpoL/真核生物RPB11/RPC19 RNAポリメラーゼサブユニットファミリーに属します。,サブユニット：12個のサブユニットからなるRNAポリメラーゼII（Pol II）複合体の構成要素です。AATFと相互作用します。,組織特異性：普遍的に発現しています。心臓と骨格筋で高い発現が認められました。,
	研究分野
	プリン代謝、ピリミジン代謝、RNAポリメラーゼ、ハンチントン病、
	画像データ
	

	RPB11抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RPB11 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

